
2019年度 調査研究事業 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女共同参画センターにおける女性リーダー育成のあり方についての研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埼玉県男女共同参画推進センター 

２０２０年３月 



2019年度 調査研究事業 

 

2 

 

目次 

 

はじめに 

 

1．With Youさいたまにおける取組 

1－1女性リーダー育成講座の取組経過 

1－2平成 30年度受講生概要 

1－3平成 30年度講座概要 

1－4平成 30年度成果報告レポート 

 

 

2．平成 30年度受講生フォローアップ調査 

2－1実施概要 

2－2調査結果 

 

3．平成 30年度 With Youさいたま 女性リーダー育成講座の意義と課題 

  3-1はじめに…男女共同参画センターにおける女性リーダー育成の必要性 

  3-2本講座がめざした女性リーダー力の育成 

  3-3本講座の成果と課題 

  3-4おわりに…市民協働としてのリーダー力育成 

  



2019年度 調査研究事業 

 

3 

 

はじめに 

 

 埼玉県男女共同参画推進センターは、平成 14 年に開設された埼玉県の男女共同参画推進

の拠点施設で、県が直接運営を行う行政機関である。センターは、情報収集・提供、相談、

学習・研修、自主活動・交流支援、女性チャレンジ支援等の事業を行っている。 

 現在、センターは、男女共同参画推進のためのキーパーソンの育成と、「女性の貧困」問

題解消に向けた取り組みを２本の柱として重点的に取り組んでいる。このうち、キーパーソ

ンの育成については、市町村職員を含め、現在、埼玉県内の各地域で、男女共同参画の推進

を担う担い手と、これから先に地域での男女共同参画の担い手となることが期待される人

たちを対象にした講座・研修会等の実施を進めてきた。また、そうした人たち同士のネット

ワークが広がることを支援することも、取組の一つとしている。 

 また、「女性の貧困」問題については、これまでこの問題が見過ごされがちであったとい

う視点に立ち、子どもの貧困や貧困の連鎖を引き起こす問題の起点にある「女性の貧困」問

題に光を当て、女性が貧困に陥りやすい現在の社会の在り方に関心を寄せる人を増やして

いくこと、また、課題解消に向けた取組を進める支援者を拡大させていくことを大きな目的

に、事業全般を進めている。 

 今回の調査研究は、「男女共同参画センターにおける女性リーダー育成のあり方」をテー

マに取り上げ、この間の埼玉県男女共同参画推進センターにおける女性リーダー育成講座

の実施内容、実施結果、あわせて、受講生のフォローアップ調査をもとに、実施した事業に

ついて検討、分析する。この調査が、今後の男女共同参画推進センターにおける女性リーダ

ー育成のあり方を考える際の一つの参考となれば幸いである。 

  

 

 

2020年 3月 
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１．With Youさいたまにおける取組 

 

 1－1 女性リーダー育成講座の取組経過 

 日本では、現在も社会の様々な領域において、意思決定過程における女性の参画が十分に

は進んでおらず、課題として認識されている。働く場や政治の分野、司法や医療に関わる領

域でも、特に意思決定に関わる立場の女性は少ない現状がある。また、地域における女性の

参画も十分には進んでいない。例えば、自治会長に占める女性の割合は、全国平均で 5.4％、

埼玉県は 4.8％と全国平均よりも低く、地域の組織のなかでも、女性のリーダーが少ないこ

とが課題とされている。また、県の審議会等委員に占める女性の割合は比較的高い 39．1％

（前年比 0．3ポイント増）となっているが、県内市町村の審議会等委員における女性の割

合は 28．1％となっている。 

 県は、こうしたなかで、平成 27年度までは、男女共同参画アドバイザー制度を設け、教

育局の生涯学習担当と男女共同参画課、男女共同参画推進センターが、教職員の夏休み期間

の 3 日間、男女共同参画アドバイザー養成講座を実施し、教職員や市町村職員を主な対象

に、男女共同参画に関する幅広い知識を身につけてもらうと同時に、参加者同士のネットワ

ークをつくる機会を提供してきた1。 

 平成 27年度からは、男女共同参画推進センターの事業として、参加者を女性に限定した

女性リーダー講座が始まった。 

 女性リーダー講座は、当初は４日間で、男女共同参画に関する最新動向を学ぶと同時に、

関心のある地域課題をテーマに、受講者同士がグループをつくり、フィールドワークをしな

がら課題を深め、最終回に、学習成果を発表する形式の講座としてスタートした。受講者が

選んだテーマは、女性と子育て、貧困/生活困難、防災と女性、政治参画と女性で、それぞ

れのテーマについて、グループ毎に聞き取り調査や現地訪問などを行った。 

 さらに、平成 30年度に、センターで行っている一般県民向けの講座を公開講座として組

み込むかたちで、年間 10日間の講座としてリニューアルした。講座対象者は、地域活動や

社会活動に参画する意欲を持つ女性とした。 

 講座受講生は、開講時は 35人だったが、開講後間もなくに参加が難しくなる方がでたた

め、2回目以降が 34 人となり、最終回まで残った受講者が 27人、そのうち 8割の出席で修

了した方が 23人となっている。 

  

  

                                                   
1 埼玉県男女共同参画アドバイザー養成講座については、「「男女共同参画に関わる課題」

の把握と共有化を進める取組み」（『NWEC実践研究』第 3号、2013、所収）に詳しい。 
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1－2 平成 30年度受講生概要（34人） 

 平成 30年度の受講生概要は下記の通りである。 

 

① 年代 

  平均年齢は 54.8歳。「50代」が 32.4％で最も多く、次いで「60代」の 26.5％となって

おり、40代から 60代がほとんどを占めている。最年少は 26歳。最高齢は 75歳。 

年代 人数 

２０代 ２ 

３０代 ２ 

４０代 ６ 

５０代 １１ 

６０代 ９ 

７０代 ４ 

 

 

 

② 居住地 

  34名中さいたま市内居住者は 9名と多いものの、県南部に偏ることなく、北部、西部、東部と

全県的な参加があった。 

さいたま市 大宮区 見沼区 中央区 浦和区 南区 川越市 所沢市 

9 （4） （2） （1） （1） （1） 1 2 

東松山市 羽生市 鴻巣市 深谷市 上尾市 草加市 越谷市 蕨市 

2 2 1 2 1 1 2 1 

和光市 久喜市 三郷市 蓮田市 坂戸市 吉川市 寄居町 東京都 

1 1 1 1 1 3 1 1 

 

③ 就業の有無 

 34 人中 27 名と 8 割近くの人が何らかの職業に就い

ていた。 

 

 

 

 

50代

32.4%

60代

26.5%

40代

17.6%

70代

11.8%

20代

5.9%

30代

5.9%

年代別参加者

有

27

79%

無

7

21%

就業の有無
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④ 所属団体の有無 

 地域活動団体に所属し

ていた人は 11 人であっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 審議会経験 

 審議会委員の経験がある人が 11名 

 審議会委員の経験が無い人が 23 名と経験のある

人が 32％と比較的多かった。 

 

 

 

 

 

⑥ パソコンの操作 

８割近くの人が何らかの職業に就いてい

ることもあり、パソコン操作はできる人が多

かった。しかし、本人の申告と実際の操作の

習熟度は比例するものではなく、データの処

理、パワーポイントでの発表資料の作成とな

ると、各グループとも一部の人に頼っている

状況が見られた。 

 

 

 

 

 

3

9

2 0 1 0 2

0

2

4

6

8

10

所属団体活動種別（複数回答あり）

有

11

32%
無

23

68%

審議会経験の有無

18

10
5 1

0

5

10

15

20

パソコン操作
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⑦ 講座受講の際の広報媒体 

 リーフレットを見てという人ととともに、知人・家族から知ったという人が多かった。 

口コミで広がったということは、認知度が高まってきているともいえる。 

⑧ With You さいたまの認知度  

  With You さいたまの利用者が半数。存在は知っていた人を合わせると、利用の際にチ

ラシやポスターで知ったり、ホームページを日頃からチェックして講座受講に結びつい

たようだ。 

  

7

1

5

1

4

2

4

2

7

1

0

3

6

9

広報媒体（複数回答あり）

利用している

17

50%
知っていた

9

26%

初めて知った

8

24%

認知度
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1 －3 平成 30年度講座概要  
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 以下に、With Youさいたまホームページの講座修了報告から、平成 30年度「女性リー

ダー育成講座」の概要を引用する。 

第 1回 6 月 16 日（土曜日）開講式＆【公開講座】講義(1)女性の貧困 

開講式 

 平成 30 年度女性リーダー育成講座が、35名の受講生を迎え開講しました。定員を上回る

お申込みを頂き、ありがとうございました。 

 埼玉県では、本年度、「女性の貧困問題支援事業」がスタートしています。「女性リー

ダー育成講座」では、「女性の貧困問題」をはじめ、様々な地域課題の解決に向けた取組

を進めるための支援者を育てていきます。「講義」で幅広い分野の知識を身につけ、「課

題学習」で地域の課題解決までのプロセスを経験し、実践力を磨いていきます。3月の成

果報告会まで、このメンバーで頑張りましょう。 

ミニ講義「なぜ、いま、女性リーダーなのか」 

 講師:With You さいたま事業コーディネーター 瀬山紀子 

 女性の社会参画の現状を世界と比較してみると、日本の遅れた状況が見えてきます。

With You さいたまでは、今年度「女性の貧困の解消」を大きなテーマに掲げています。

貧困の問題だけでなく、性別にかかわりなく、個性と能力を十分に発揮できる社会づくり

に向けて、現在の状況をしっかり把握し、阻害している要因や背景を自分ごととして考え

ていく、そんな女性リーダーが、いま、必要とされているということが受講生の皆さんに

伝えられました。 

【公開講座】講義(1)女性の貧困 

講師：上間陽子さん（琉球大学教育学研究科教授）  

10 代から 70代までの幅広い世代の皆さんにご参加いただきました。 

経済的に困窮した家庭で育ち、虐待、性暴力、DVなどあらゆる暴力を受け、孤立を深めて

いる若年女性の話を丁寧に聴き取り、寄り添い、彼女たちがその環境から抜け出すことを

応援する上間さんの取組についてお話いただきました。 

http://www.pref.saitama.lg.jp/withyou/event/report/h30/0616kouenkai.html
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困難を抱えた女性たちが、自分を取り戻すためには、自らを「語る」ことが大切であり、

そのために必要な聞き手として学校に配置されたスクールソーシャルワーカーや寄り添い

支援員など専門家が、実は子どもの話を聴けておらず、学校が居場所になっていないとい

う問題点の指摘がありました。困難な状況にある女性たちは、安全な場所を見つけたとき

に、危なかった場所の話をするようになるので、相談できるようになることが大切であ

り、そのためには、学校を含めた社会の中に、信頼関係を作ることのできる場が増えてい

くことが必要だと話されました。 

【プロフィール】 

1972年、沖縄県生まれ。琉球大学教育学研究科教授。専攻は教育学、生活指導の観点から

主に非行少年少女の問題を研究。1990年代後半から 2014年にかけて東京で、以降は沖縄

で未成年の少女たちの調査・支援に携わる。 

著書に『裸足で逃げる 沖縄の夜の街の少女たち』（太田出版 2017年) 

 

第 2回 7 月 21 日（土曜日）講義(2)男女共同参画基礎講座/課題学習 

講義「男女共同参画の基礎知識 ジェンダー平等視点を持った地域リーダーを目指して」 

 講師：中央学院大学現代教養学部准教授 皆川満

寿美さん 

 大学生への授業や女性団体での市民向け講座な

どで豊富な経験を持ち、自らもジェンダー平等を

進める活動に携わっている講師から、男女共同参

画の基礎知識について学びました。 

 まずは基礎知識として、日本の社会の現状を

様々な統計のデータを示しながらわかりやすく解説していただきました。そして男性稼ぎ

主型の生活保障システムという日本の社会の構造上からくる女性の困難さと、男女共同参

画政策の動向についてのお話しがありました。日本では、2020年までに、指導的立場にい

る女性を 30％にするという目標（＝202030）が立てられながら、現実として意思決定の場

に女性が少ない現状が有り、女性を取り巻く環境がなかなか変わっていかない原因にもな

っていることが見えてきました。 

 講義後のグループワークでも、活発な意見交換が行われ、さらに質問が寄せられまし

た。 
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受講生の声 

 女性が置かれている現状について、多角的に分析しているデータを紹介していただ

き、大変参考になりました。特に、男性稼ぎ主型の生活保障システムは、女性の

貧困問題の大きな要因となっていることなど、わかりやすいお話でした。  

 たくさんのグラフを理解するのに必死でしたが、男女共同参画の知識が深まり、大

変ためになる講座でした。世界と比較して、日本がまだまだ遅れているが、社会

の構造としてなるべくしてなった部分も多く、変えていくのは難しいこともわか

りました。そんな中で、自分は何ができるのかしっかり考えたいと思います。  

 ジェンダーの問題を世界や地域としてグラフでわかりやすく、説明していただくこ

とで、具体的なイメージが見えてきたと思います。改めて、日本における女性の

地位の低さに危機感を覚えました。今後どのように行動していけばよいか、改め

て考えさせられた貴重な講座でした。  

 

グループワーク 

 次回からの課題学習のグループ選定に向け、私達の身の回

りにある様々な課題を洗い出し、各個人のテーマを選定す

るまでのワークを行いました。 

 グループワークでは「誰もが自分らしくいられる社会って

どんな社会？」「そして、それを阻害しているのはどんな

こと？」とグループに分かれ、意見を出し合い、それを一

つの形にしてみました。活発な意見交換の末、各グループ

それぞれの個性のある発表が行われました。私たちの周り

には、様々な課題があることがわかりましたが、それぞれ

が実はみんな繋がっているということに気づくなど、様々

な気づきも得られました。  
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第 3回 8 月 4日（土曜日）講義(3) 子育て＆働き方/課題学習 

講義「子育て＆働き方」 

講師：埼玉学園大学人間学部准教授 杉浦浩美さん 

 「働く女性とマタニティ・ハラスメント」の著者であり、マタ

ニティ・ハラスメントをはじめとした、家族と就労の問題を調

査・研究してきた講師から、職場や家庭での女性を取り巻く環境について学びました。 

 企業で働き、その会社の産休・育休第 1号として出産・育児を経験してきた講師が、企

業を辞め、マタニティ・ハラスメントの調査・研究を開始するに至ったプロセスが語られ

ました。最初は声を上げることもできなかった当事者の小さな声が、頑張って声を上げる

ことによって、メディアも巻き込み、いつしか個人の問題が社会の問題になり、法整備ま

でされた。その過程は、地域の様々な問題にも当てはまることで、声を上げていくことの

重要性を気づかせてくれました。 

 「ワークライフバランス」ではなく、「ライフワークバランス」。「生きることのなか

に仕事をどう位置付けていくか」と最後に語られた言葉が強く印象に残りました。 

受講生の声 

 子育て期の働き方は女性にとって、大変さのストレスが高い時期で、先生の体験を

踏まえた研究テーマだけにとても説得力のあるお話で共感するところばかりでし

た。今後働き方を考えていく上でこの時期の社会的な支援体制はまだまだと考え

ますので、子どもの成長や出生率に大きく影響する問題として女性たちの声を発

信していく必要を感じた内容でした。  

  私も何年もこの課題に悩んできたので、本当に心につきささる講義でした。100％

働けないことに対して「迷惑」をかけているという意識が強くまた女性には派遣

やパートという働き方もありガマンしたり逃げたりということができやすい社会

があることも問題に声を上げられない要因だと思います。言葉を作り問題を見え

る化することで社会が変わっていくことがわかりました。  

 女性が働き続けること、妊娠は歓迎されないこと、妊婦が大切にされない働く現

場、などなど、日本の中で、女性が差別されていることを分かりやすく学べまし

た。“子育て支援”という言葉が、空虚に聴こえて来ます。 

もっともっと地域の中で女性が生きやすく、幸福が追求できることを目指したい

と思います。  
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課題学習/グループワーク 

 前回のワークで出てきた様々な課題の中から、6つのテーマに絞り、課題学習のグループ

が結成されました。 

1. 政策決定の場への女性の参画：地方議会に女性を増やす  

2. 子育てしやすい社会：自分らしくいられる地域子育てコミュニティの作り方  

3. シングルマザー/子どもの貧困：シングルマザーの社会的支援の充実  

4. 中高年齢女性シングルの貧困：女性が一人でも無理なく生きていくモデルの模索  

5. シニア女性の自律・自立した生き方：コミュニティ能力を活かしたサロン作り  

6. 地域防災：防災計画を知ろう！  

具体的なテーマも決まり、3月にどんなアイデアや提言が飛び出してくるか楽しみです。  

 

第 4回 9 月 15 日 (土曜日) 課題学習/【公開講座】講義(4)防災フォーラム 

ミニ講義「計画書の作成について/調査の設計と実地について」 

講師：スーパーバイザー 浅野富美枝さん 

 当講座のスーパーバイザ―の浅野富美枝さんから、

課題学習に取り組んでいくうえで必要となる計画書の

作成や今後行う調査について学びました。 

 はじめに 21世紀のリーダーに求められる 3つの能

力、対人能力・対自己能力・対課題能力、その中でも

特に課題を解決する対課題能力についてのお話があり

ました。対課題能力を構成する 4つの要素（課題発見

力、情報収集・分析・構想能力、企画・計画力、実践

力）を発揮して、今後の課題学習に取り組んでいってほしいこと。Plan・Do・Check・

Actionが大事ということを伝えてくれました。 

 その後、学習計画書の作成方法、注意点、そして、今後行う調査としてどのような調査

が考えられるのか、実施する際の留意点の説明を受け、グループワークに入りました。 
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 課題学習/グループワーク 

  前回話し合ったテーマを再度確認し、具体的な目標を改めて設定しました。それに基づ

いて、課題学習計画書の作成と行う調査の設計を行いました。 

 思いを込めたグループ名も決まり、3月の発表に向けて一層力が入っています。 

  グループ名 テーマ ゴール(成果)として目指すもの 

1 
女性が拓く政治の

みち 

政策決定の場への女性

の参画 

女性議員を増やすネットワークとつなが

る、形成する  

2 まい♡ぱれっと  子育てしやすい地域 
妊娠・出産からママ達の心地良くつながる

ことができる仕組を作る  

3 

四つ葉の 

クローバー 

シングルマザーへの社

会的支援の充実  

相談しやすい身近な居場所づくり 

自立支援をコーディネートする人材づくり

(専門職の養成、配置) 

4 
 smile☺シニアシ

ングルズ 

シニアシングル女性の

貧困  

シニアシングル女性の現状の可視化 

支援策(居場所づくり等) 

5 げんえきファイブ 
シニア女性の自律・自

立した生き方  
シニア女性の自律・自立した生き方 

6 BOSAI 5 楽しい防災 
自分たちが参加したくなるような防災啓発

訓練の企画書を作成する 
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 受講生の声 

 事前準備では本を読む等していましたが、具体的なイメージがつかめず悩んでいま

した。グループワークをやる中で、浅野先生にアドバイスをいただきながら、や

るべきことがいくつも見えてきたので、良かったです。実際に進めていくのは大

変そうですが、しっかりとした成果が出せるよう頑張っていきたいと思います。  

 前回の話し合いでは全く方向性が見えず、今日参加する直前まで自分で考えていた

が、考えがまとまらなかった。しかし今日他のメンバーから柔軟な発想で取り組

みやすいテーマが設定できてホッとした。「男女共同参画」「女性の視点」とい

った文言を入れるまたは掲げることしか頭になかった自分のガチガチな思い込み

をいい意味で刺激してもらいよかったと思う。  

【公開講座】 講義(4)防災フォーラム 

 近年相次いでいる自然災害に備え、地域の防災について男女共同参画の視点から考える

講座を開催しました。講演、事例発表、グループワークの 3部構成で、学びと交流を深め

ました。 

講演「男女共同参画の視点から地域防災を考える～東日本大震災での女性相談支援の

経験から～」 

講師：丹羽麻子さん（国立女性教育会館事業課専門職員） 

 東日本大震災後、2011年より 2年間福島県郡山市に在

住し、内閣府の「女性のための電話相談ふくしま」拠点

運営を担当された丹羽麻子さんをお招きし、避難所にお

ける被災者支援とそこから見えた女性の抱える課題、そ

の解決のための地域防災の取組についてお話していただ

きました。 

 講演は「今、大災害が起きたら女性にはどのような困

難があるだろうか」という問いかけで始まり、御自身が

避難所で目にされた状況を交えながら、震災で女性たちが抱えた様々な困難についてお話

しくださいました。男性と女性では災害が与える影響が異なるということをデータを示し

ながら説明し、被災によって生活環境や人間関係が変化するなかで女性特有の困難や支援

ニーズが見られたことがわかりました。災害時には、固定的な性別役割が強化されて自立

に関わる選択肢が少なくなるなど、女性の脆弱性が増幅することから、人権に着目した避

難所づくりが必要であるという説明がありました。 
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 そのようななかで、東日本大震災の被災地において、国による初の災害時女性相談事業

が立ち上げられ、震災後数年経って女性の相談から見えてきたジェンダー格差構造につい

てお話がありました。地域の防災力は自助・共助・公助のバランスが保たれてこそ発揮さ

れるものですが、特に災害発生直後は共助による災害対策が重要になります。共助を機能

させるためには地域の人々の多様性を理解し、皆が力を発揮できるようにすることが必要

ですが、防災に関する意思決定の場は男性が中心であるということが問題点として挙げら

れました。災害に強い地域社会を作るには、地域の防災活動に男女が共に参画すること、

行政が男女共同参画の視点を持った施策を行うこと、防災に係る政策・方針決定過程に女

性が参画することが不可欠です。 

 「防災は日常から。」地域全体で防災意識を高めていく必要があり、そこに男女共同参

画の視点を取り入れることは災害に強い地域社会づくりの具体的な手段だというメッセー

ジをいただきました。 

事例発表「地域の防災力を高めるための取組」 

発表者：林真希子さん（さいたま市防災アドバイザー南区協議会会長） 

 さいたま市の地域防災活動についてお話していただきま

した。さいたま市では防災アドバイザー制度により資格

を取得した”防災士”が「災害に対する日頃からの備

え」等をテーマに各区で活動をしています。防災展では

ハザードマップや防災グッズを展示し、家庭での防災対

策を喚起しました。その他にも防災講座を開催したり、

各避難所運営委員会に助言をしたりと地域の防災力向上

のために活動をされているということです。行政と自治会、自主防災組織、市民が連携し

て災害に備える必要があるとわかりました。 

グループワーク 

「さあ、わがまちの災害にそなえよう！」をテーマにグループワークを行い、参加者同士

が情報交換や交流をする時間を設けました。自分の所属・地域でどのようなことができる

か、そのためにはどのような人・組織とつながるとよいか等について講演や事例発表を踏

まえながら話し合い、防災に男女共同参画の視点を取り入れることの重要性を再確認する

とともに、親子の遊びの中で防災への意識を高めていくような取組ができないか、地元の

中学生と協力して避難所づくりを進められないか、など様々な意見が出されました。同時

に、参加者自身の活動について意見を交わすこともでき、大いに盛り上がりました。 
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参加者の声 

 男女共同参画の視点が大切なこと、地域社会づくりが大切なことを再確認しました。  

 自分が予想していたよりも、女性が抱える困難は災害時に浮き彫りになることを知り、

日常生活の中でいかに主体性を持っていくべきかが重要であると感じました。  

 防災分野で活躍する女性人材の育成が急務だと感じていましたが、それと同じくらい、

地域全体で同じ価値観（男女共同参画の視点）を共有することが大切なのだと思いまし

た。 

第 5回 10 月 20日 (土曜日) 講義(5) ジェンダー統計/【公開講座】講義(6)若

者世代とのワールド・カフェ 

講義 地域問題を男女共同参画の視点で読み解く方法～ジェンダー統計という手法 

講師：独立行政法人国立女性教育会館研究国際室

長 中野 洋恵さん 

 男女間の意識による偏り、格差や差別の現状や要

因、そして影響を客観的に把握するための統計を

ジェンダー統計と言います。ジェンダー統計は、

データを男女別に収集することで、男女の生活の

あらゆる側面を適切に捉え、様々なジェンダー問

題を映し出すことを可能にします。課題に向き合い現状を分析する時、また誰かに実情を

訴える時、ジェンダー統計により客観的な根拠を示すことは、より大きな説得力につなが

ります。 

 国立女性教育会館の研究国際室長として、日頃世界の中の日本の現状について分析され

ている講師から、日本の現状を具体的に、ジェンダー統計を使い、明らかにしていただき

ました。労働、教育や意思決定の場で女性が能力を発揮できているのか。そして、世界と

比較してどうなのか。様々な課題が明らかになっていきました。 

 後半は、そのデータを使いこなすノウハウを実習も交え、学びました。 

受講生の声 

 今おかしなことや課題を見える化し、どのような対策が必要かを考える上で、統計

を効果的に活用することが必要だと感じた。また、統計を読みとる力や背景を考
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えるという点で、チームで取り組むことでいろいろな見方ができると感じた。特

に、今回講師が取り上げた統計から、女性の力が生かされていない現状をわかり

やすく紹介していただき、興味深く受講できた。実際にパソコンで検索できたこ

とはとても参考になり活用したい。  

 統計は数字で見てもおもしろみも理解もしにくいが、グラフにすることにより視覚

的に理解でき、比較することも楽しいし、違いがわかり、また、それに関しての

疑問や解釈ができるので、それがわかり有意義でした。また、パソコン操作を自

らした事により苦手意識が多少減りました。スライドで見るだけより俄然理解で

きました。  

 数字を見て、最初は頭が少し痛くなりましたが、パソコンを使用してグラフに変換

する作業を通し、可視化することの大切さを学びました。問題を提起するため

に、統計を使うことによって現実化に向けていけるともっと前に進めて行けるの

ではないかと思います。  

【公開講座】講義(6)若者世代とのワールドカフェ/政治参画 

ミニ講座 講師・ワールド・カフェファシリテーター： 浅野富美枝さん（宮城

学院女子大学大学院講師） 

 高校生、大学生の若い世代と女性リーダー育成講座受講生を対

象に、女性の政治参画の現状と課題を学び、ワールド・カフェと

いう手法を用いて、多世代で語りあう講座を開催しました。 

 ミニ講義は、「政治参画と女性～政治後進国からの脱却を目指

して～」と題して女性の政治参画が進まない現状を学びました。 

 ワールド・カフェは、「女性議員はなぜ増えないのか？」、「女性の政治参画が増える

と、なにが、どう変わると思うか。どういったことが実現すると思うか」、「どうしたら

女性議員を増やせるか」をテーマに 3ラウンド行いました。 

 ワールド・カフェ終了後は、コメンテーターの渡辺大輔さん（埼玉大学基盤教育研究セ

ンター准教授）から、活発に対等な話し合いができて良かったと思うという講評と、多世

代で話し合うことが大事であること、学習の機会や「場」があることの重要性をお話いた

だきました。 
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会場内には、お茶とお菓子を用意し、和やかな雰囲気の中で行いまし

た。また、With You さいたま作成の啓発パネル「わたしたちの声を

もっと社会へ」、18歳選挙権や今年策定された「政治分野における

男女共同参画の推進に関する法律」に関する新聞記事の展示を行いま

した。 

※ワールド・カフェとは？・・・カフェのようなリラックスした雰囲

気の中、4～6人の小グループで、メンバーの組み合わせを変えながら議論を深める話合い

の手法です。たくさんの参加者と率直に意見を交換することができます。 

  

参加者の声 

 自分の知らないことがたくさん知れた。高校生同士の話題では絶対に出ないような話

をするのは、とても新鮮で初めて考えたようなことばかりだった。（高校生）  

 いろいろな世代の方々とフランクにテーマについて考えて話し合うことができたの

で、自分の人生でも大きな収穫になった、初めての機会だったが、意欲ある人々との

ディスカッションだったから、常に意見が飛び交い自身でも新しい意見がどんどん浮

かんで発言することができた。非常に良い刺激となったと同時に、政治を“考える”

こと、政治を“話し合う”ことを身近に感じることができた。（大学生）  

 若い人達の活発な意見を聞いて、とても頼もしく感じました。初めはどうなるのか不

安でしたが、様々な立場の方の意見を聞いてとても楽しかったです。教育や選挙など

様々なアプローチがありますが、今は過渡期であり、未来は明るいのかなという気持

ちになりました。(女性リーダー育成講座受講生)  
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第 6回 11 月 18日 (日曜日) 課題学習/【公開講座】講義(7)DV 防止フォーラ

ム  

ミニ講義「プレゼンテーションの方法」 

講師：スーパーバイザー 浅野富美枝さん 

当講座のスーパーバイザ―の浅野富美枝さんから、地域活

動で必要となるネットワークの作り方について学びまし

た。 そもそもプレゼンテーションとは何か。何のために

行うのか。調べたことの単なる発表ではなく、相手に理

解・同意を得るための発表、それがプレゼンテーション。

「信頼性」「論理性」「熱意」の三要素を盛込むことが大

切ということがわかりました。そのノウハウについても、具体的な発表事例を基にポイン

トを説明していただきました。プレゼン資料の作成にあたっては、まずはシナリオをしっ

かり描くこと。プレゼンには、(1)目的、(2)背景、(3)調査結果、(4)結果の分析・考察、

(5)今後の課題・目標を盛込むこと。資料は発表の際に使用するものだけではなく、読み

上げ原稿も作成することなどを教えていただきました。 

 課題学習/グループワーク 

  ミニ講義を受け、各グループでプレゼンに向けてシナリオ作成の話し合いを行いまし

た。各グループそれぞれの調査も並行して進んでおり、それをどうまとめ、発表に活かし

ていくのか、今日の講義で今後何をやるべきか方向が見えてきたようです。休憩時間も惜

しむように、熱心な話し合いが続きました。 

受講生の声 

 学生の原稿とプレゼン資料を提示していただいたので、グループワークでも参考に

しやすく話がすすめやすかったです。4人で色々な意見があり脱線もしやすくまと

まらない部分もありますが、中間発表に向けてしっかり話し合っていきたいと思

います。最終的な到着点が定まらず、悩んでいる部分もありますが、アンケート

等の調査を続けて、着実に進めていきたいと思います。  

 プレゼンの経験がほとんどないので、今まで聞いた講座でのパワーポイントとの差

を学べ、今後の参考になりました。具体的に作成するにあたりポイントを絞っ
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て、発表すればいいのではなく、理解してもらい、共感して賛同してもらわなけ

ればならないという基本がわかりました。  

 今まで、自己流（ネット・本からの情報）で、行ってきたので、講義を受けて、伝

える相手に必要な情報の要点をまとめる事と、時間内に収まる読み上げ原稿を作

成することが大切であることを痛感しました。いつも分かりやすい講義をありが

とうございます。    

【公開講座】 講義(7)DV 防止フォーラム 

講演：「SOS を抱えた少女たちは、今ー座間事件で見えてき

たものー」 

講師：若草プロジェクト代表理事・弁護士 大谷恭子さん 

パネル・ディスカッション「生きづらさを抱えた若年女性の

支援を考える」 

パネリスト 

大谷恭子さん（若草プロジェクト代表理事・弁護士） 

牧田史さん（若草プロジェクト理事・弁護士）・遠藤智子さん（若草プロジェクト理事） 

 午後は、公開講座の DV防止フォーラムに一般参加者と一緒に参加しました。 

 生きづらさを抱える若年女性の支援に取り組んでいる若草プロジェクトの代表理事をさ

れている大谷恭子さんと、理事の方々においでいただき、その支援の状況や、若い女性を

取り巻く「生きづらさ」について学びました。事件にまで発展し、実際にその弁護をされ

ている経験からのお話は、大変心に響くものが有りました。  

第 7回 12 月 1 日 (土曜日) 課題学習/【公開講座】講義(8)障害と女性 

ミニ講義「ネットワークの作り方」 

講師：スーパーバイザー 浅野富美枝さん 

 当講座のスーパーバイザ―の浅野富美枝さんから、ネットワークの作り方について学び

ました。まずは自分が動き、その点を線、面、立体へと繋げていく。点を線に結びつける

ための手法の一つ、情報発信の手法も含めお話しいただきました。 

 この他活動していくうえで必要となるネットワークの拠点の場の重要性、活動資金の具

体的な調達の方法についても学びました。自分たち自ら資金を調達するだけでなく、補助
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金や助成金をうまく活用すること、またその情報のありか等を示していただきました。 

 情報発信の際の SNS（ソーシャルネットワークサービス）などネットの活用、また資金調

達でのクラウドファンディングなど、新しい手法も積極的に取り入れていくことで活動を

さらに広げていくことが可能になります。様々な情報にアンテナを広く、柔軟に張り巡ら

しておくことも大切なことがわかりました。 

 課題学習/グループワーク 

  各グループそれぞれで行われている調査も進み、1月の中間報告作成に向けて、課題学

習も佳境を迎えてきました。調査の状況をグループ内で共有したり、まとめを行ったり、

グループワークの時間を有効に使って、話し合いが行われました。発表資料の作成に既に

着手済みのグループも多く、各グループそれぞれ特色のある発表になりそうです。 

受講生の声 

 活動資金の調達など、今後活動していくにあたって知っていたほうが良いことを教

えていただいて興味深かったです。後程、HP等よく見てみようと思いました。今

回のネットワークの作り方を聞きながら、この講座のグループでも同じ志を持つ

者同士、講座が終了してもネットワークが継続できたら良いと感じました。  

 まさに選挙についても同じことだ！！と興味深く聞きました。地元の仲間とも共有

しようと思います。回数を重ねてグループ内でも活発になってきました。これま

で気付かなかっただけで、アンテナを広げると色んな活動が行われていることを

知ることができて嬉しいです。（まさにネットワークですね！）  

【公開講座】 講義(8)障害と女性 

【講演】    

   講師：安積遊歩さん 

 安積さんは、中学生の頃、「不良な子孫の出生防

止」を目的とした旧優生保護法の存在を意識し、ご自

身の障害が、この法律の対象に位置づけられているこ

とを知ったと言います。その時、自分は、生まれてこ

ない方がよいとされていることに、強い憤りを覚えた

と話されました。 

 その後、安積さんは、障害者自立生活運動に関わるなかで、優生保護法の問題に取り組

まれ、1994年には、エジプトのカイロで開かれた「国際人口開発会議」で、障害女性の立
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場から、優生保護法の問題を訴え、撤廃を求めるスピーチをされました。それが一つのき

っかけとなって、旧優生保護法は、母体保護法へと改正されました。 

 安積さんは、命を、生きていてよい命と、そうではない命に分けるのは、人を分断する

思想であり、多様性を認めないことになること、そして、こうした考え方のもとには、障

害者差別をはじめとする、人を差別する考え方があると話されました。 

 安積さんは、40代で、同じ障害を持つお子さんを出産。自分の子どもには、多様性が尊

重され、人々が幸せに生きていけるような社会を作る姿勢を示していきたいと言います。

そして、障害がある人は、周囲や社会を変えるために存在していること、また、様々な思

い込みから自由になり、一人ひとりが、多様性をもつ一人の人として生きていこうという

メッセージを述べられました。 

【講師プロフィール】 

1956年、福島県生まれ。生後約 40日で骨形成不全症と診断される。1980年代、アメリカ

の自立生活運動に触れ、帰国後、日本の自立生活運動に携わり、障害があるピアカウンセ

ラーとして活動。札幌市在住。 

参加者の声 

 安積さんの存在は知っていて、本は読んでいましたが、実際にお話を伺ったことは

ありませんでしたので、今日は、とてもうれしくお話をうかがうことができまし

た。差別の問題と向き合い続けていくことが大切だと感じました。たくさんの刺

激を受けた有意義な時間でした。（40代・男性）  

 心地良い講座で、勇気が湧いた感じです。「幸せに生きられる社会を造るからね」

と孫に発信できる私になれるよう努めたい。（息子達に言ってあげたかっ

た！！）近頃思います、障害そのものは、社会なんだなぁと。先ずは、多様性を

認める自分になります。（女性リーダー育成講座受講生）  

 

第 8回 1 月 19 日 (土曜日) 中間報告会/課題学習 /交流会 

中間報告会／課題学習 

 課題学習の現時点での成果を中間報告としてまとめ、その発表を行いました。コメンテ

ーターから講評を頂くととともに、受講生同士でも評価し合いました。午後のワークで
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は、頂いたコメントを基に発表の反省や改善点を話し合い、3月の成果報告会に向けて今

後修正を行っていきます。 

コメンテーター：スーパーバイザー 浅野富美枝さん、With You さいたま事業コーディネ

ーター 瀬山紀子 

  グループ名 タイトル 内容  

1 まいぱれっと わたしたちのネウボラ 
楽しい子育ての実現に向けて、妊娠から子

育てまで継続的な支援の方法を考えます。 

2 
女性が拓く政

治の道 

政策決定の場への女性の

参画 

埼玉県の地方議会の女性議員を増やすには

どうしたらいいか。解決策を探ります。 

3 BOSAI5 
楽しく防災を考えてみよ

う！ 

防災は他人事ではなく自分事！子育て世代

が参加しやすい防災訓練を提案します。 

4 
smileシニア

シングルズ 

中高年齢女性シングルの

貧困 

知ってください！中高年齢女性シングルの

貧困は、これからの大きな社会問題です。 

5 
げんえきカル

テット 

シニア女性の孤立を防ぐ

ためのサロン活動 

 人生 100年時代。シニア女性が健康で生

きがいのある生活を送るための活動とは。 

6 
四つ葉のクロ

ーバー 

シングルマザーへの社会

的支援の充実に向けて 

 シングルマザーが貧困や社会的孤立に陥

らないための支援策を提案します。 

  

受講者の声 

 各々のグループが今まで行ってきた調査・研究から自分達のグループに不足してい

るものが明らかになりました。3月の発表に向けてしっかりまとめます。  

 実際に前に立ち発表することで、時間の割りふりが掴めてよかった。読み原稿の用

意ができなかったことと当事者の声をもっと見える化することが当グループの反

省点。他グループの発表を見て学ぶものも多く、良いところは取り入れたいと思

いました。  

 今日の報告会に向けて、メンバーで準備をしてきましたが、実際に発表して講評を

お聞きし、自分達に足りなかった部分が明確になりました。また他のグループの

発表を聞いて様々なアプローチで調査・研究をされていて、勉強になりました。

修了生の方の発表では終了後に具体的な活動につなげられていて、ぜひ目標にし

ていきたいと思いました。   
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講座修了生との交流会 

 中間報告会では、昨年までの女性リーダー養成講

座（連続 4回）の修了生の 2グループに来ていた

だき、参考に発表を行っていただきました。講座

修了後もグループでつながり、様々な場で活動を

続けているグループです。修了後の活動の紹介も

含め、今年度受講生に多くの刺激を与えてくれま

した。 

1. 平成 28年度女性リーダー養成講座 防災グループ 『「防災」と「女性」のリーダ

ーシップについて』   

2. 平成 29年度女性リーダー養成講座 女性と政治向上委員会  『政策決定の場に女性

を増やそう』  

 終了後は、昼食を取りながら、修了生を囲んで交流を深めました。 

受講生の声 

 別なグループの人とじっくり話せたことがなかったので、新たなつながりを作るこ

とができました。  

 この講座に出席すると、講座時間外のランチタイムであっても様々なお話が伺える

ので、（政治や防災など、日常あまり友人たちと話さないので…）大変ためにな

り成長できます。異業種の方々とお話するのは視野も拡がり楽しい。  

 女性リーダーといっても、いろいろなタイプの人が必要だと実感しました。貴重な

情報や励みを得られました。  

第 9回 2 月 16 日（土曜日） 講義(9)  

身近な実践事例を知る（地域）/課題学習 

講義(9)身近な実践事例を知る（地域）事例発表＆トークセッション 

 今回は、地域で実際に活躍されているお二人をゲストに迎え、お話を伺いました。その

後グループワークで感想が話し合われ、さらにお二人に幾つもの質問が寄せられました。

活動内容の紹介にとどまらず、人とのつながり、資金、行政との関係等についてもお話し
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いただきました。穏かでゆったりとしていながら、芯のある活動をされている小林さん。

エネルギッシュでバイタリティにあふれ、人をどんどん巻き込んでいく土屋さん。年代も

違い、活動のタイプも違うお二人から、受講生も様々なヒントを得られたようです。 

事例発表（1）小林 夕紀恵さん（コミュニティ食堂そらいろ代表） 

  小林さんは、富士見市でコミュニティ食堂そらいろを運営さ

れています。コミュニティ食堂とは「誰でもが来られる場

所」。特定の課題や困難を抱えている人たちだけの場ではな

く、いつでも誰かが誰かと一緒に過ごせる空間づくりを目指し

ているそうです。 

 活動を長続きさせるため、また自由な活動を行っていくために

も、補助金に頼らず、独自の資金の確保が重要。そのためにも、カフェとして地域で成り

立っていかなくてはなりません。その基盤の上に、今では（1）スペース貸し ワークショ

ップ開催等にスペース貸しを行い、仲間の輪が拡がっています。（2）manabi 舎そらいろ 

学校の勉強についていけない子たちと週 1回、大学生たちが一緒に勉強をします。 

（3）「地域食堂」カモンミール 月に 1度低額で誰でもが一緒にご飯を食べられる日。 

（4）就労支援 若年無業者への就労支援、等と活動が少しづつ拡がっていっています。 

 

事例発表（2）土屋 ひろみさん(東京ガス株式会社埼玉支社） 

  東京ガス株式会社埼玉支社の広報部門で働く土屋ひろみさ

ん。結婚によるキャリア中断後、二人のお子さんの出産・育児

を経て、4年後には再度働き始めていました。それから今日ま

で、仕事ともリンクしながら、地域でのボランティアを始め、

活躍の場を拡げ続けています。 

 特にライフワークとして取り組んでいるのは「防災」。地域での活動は「防災=減災の基

礎」の上に成り立つと、防災士の資格を取り、さいたま市の防災アドバイザーとしても活

躍されています。 

 また、障害のある人もない人も「まぜこぜ」な共生社会を目指して、福祉作業所の方達

とともに活動する「NPO法人クッキープロジェクト」の立ち上げの時から関わっていま

す。 

 「人との出会いが自分を成長させてくれた。仲間に『感謝』」と語る土屋さん。自分自

身が楽しむこと。自分が楽しくいきいきとしていることで家族の理解も得られたと、長続

きのコツを教えてくださいました。 
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  受講生の声 

 今後の活動を行うにあたって、とても参考になるお話が聞けて良かったです（広報

やネットワーク、資金についての考え方など）。個から、どうやって拡げていく

か、大変参考になりました。  

 土屋さんのバイタリティと第 2の人生に向けて自分らしく生き生きとステップアッ

プしている生き方をお聞きしてエネルギーをもらえました。特に、私も定年後の

生き方でいろいろ模索している最中なので、やはりそれまでの活動や人とのつな

がりの蓄積が大事だと実感させられました。  

 そらいろ主催者のしっかりとした軸、ぶれない軸について感動しました。そして、

「自分達の今の活動は発展的解消であることが望ましい」という言葉もとても新

鮮でした。それぞれが地域で発揮できる力をつけたならば、より多くの方達と幸

せに暮らしていけるなぁと思いました。 

 

第 10 回 3 月 23日（土曜日） 講義(10)身近な実践事例を知る(社会参画）/成

果報告会/修了式 

講義（10）女性の社会参画 

講師：追川 和夫さん（埼玉県男女共同参画課主幹） 

ファシリテーター：瀬山 紀子(埼玉県男女共同参画推進センター事業コーディネーター） 

 よりアクティブな女性の社会参画を進めるに

はどうしたら良いのか。まず、埼玉県男女共同

参画課の追川主幹より、埼玉県の女性の各種審

議会等への参画状況について伺いました。その

後、瀬山コーディネーターの進行で、受講生の

中の審議会委員経験者のお話を伺いました。 

  埼玉県の審議会の女性委員登用は、数値目標

に近づいてきているものの、なかなか進んでい

ない分野があったり、女性の委員はいるものの、実際には発言の機会が無いなど、現状を

把握するためには、数字だけでなく、その中身もしっかり見ていかないといけないことが

わかりました。受講生の審議会経験者のお話からは、審議会の現状が明らかになっていき

ました。その中でも、審議会が頻繁に開かれたり、子育て中の女性の委員が積極的に意見



2019年度 調査研究事業 

 

28 

 

を言ったり、ワーキンググループを作って議論を深めたりと、活発に行われている審議会

のお話も伺えました。このように情報交換することで、自分の地域の審議会を見直す機会

となりました。また審議会未経験者にとっては、審議会を身近に考えられる良いきっかけ

になりました。 

成果報告会  

 コメンテーター：浅野 富美枝さん（女性リーダー育成講座スーパーバイザー・宮城学院

女子大学大学院講師） 

 コメンテーター：中野 洋恵さん(独立行政法人国立女性教育会館研究国際室長） 

 全 10回の講座の集大成として、6つのグループが課題学習の成果報告を行いました。一

般の方々にも発表を聞きに来ていただき、緊張のなか、発表を無事終えることができまし

た。その後、これまで御指導いただいた浅野富美枝さん、中野洋恵さんからコメントをい

ただきました。 

 発表の概要は以下のとおりです。報告レポート及び当日の資料もぜひご覧ください。  

1.「中高年齢女性シングルの貧困」Smileシニアシングルズ 

 女性の貧困問題は、単身女性世帯や母子世帯では

以前から指摘されてきたが、配偶者による扶養が

ある場合にはみえにくい問題であった。現行の社

会保障制度は、主たる男性稼ぎ手とその妻子で構

成された「標準世帯」をモデルに構築されている

ため、「標準世帯」にはまらない女性たちを困窮させる要因になっている。また、未婚・

離婚の増加で、自ら生計の担い手である、女性の世帯主が増えている。しかし、男女の賃

金格差は解消されず、女性の非正規雇用は増加している。そのため、不安定な経済基盤か

らくる「女性の貧困」が課題となってきている。しかし、中高年齢シングル女性について

は、自治体の施策、支援が行われていない。社会の高齢化とともに、ますます増えていく

中高年齢シングル女性の貧困の課題化と早急な解決に向けた取組が必要である。そこで、

今回の調査・研究では、中高年齢シングル女性の現状の可視化と、ニーズに対応した支援

策、施策に繋げるためのアプローチを考察することとする。 
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2.「シニア女性の孤立を防ぐためのサロン活動」げんえきカルテット 

 人生 100年を充実させるために現状を把握し、その内容か

ら現在の課題と将来目指すあり方をまとめた。 

 その中でもシニア世代の集いの場として各地で開かれてい

るサロン活動に焦点をあててみた。そのサロン活動がどのよ

うに行われていて、どのような効果を生み出しているか。サ

ロン活動を提供している人たちとそれを利用している人たち

の思いや状況を調べた。 

3.「政策決定の場への女性の参画～地方議会女性議員を増やすために～」女性が拓く政治

の道 

 世界経済フォーラム（WEF）による男女格差の度合いを示す

「グローバル・ジェンダー・ギャップ指数」の日本の順位

は、2018年度は 149カ国中 110位、政治分野は 125位と低迷

している。これは女性の政治参画が進まず、女性の閣僚や議

員が少ないことが主な原因である。そんな中、2018 年 5月に

「政治分野における男女共同参画の推進に関する法律」が施

行された。男女比が偏った議会では市民の声を十分に反映することができず、議論や政策

にも偏りが生じると考えられる。また議会に女性が参画することで、女性の視点や母親の

声を議会に反映させることができ、暮らしやすい社会へとつながる。今後、政治分野の男

女共同参画を推進し、女性議員を増やしていくことが重要である。女性議員の増加を阻む

主な要因として、私たちは以下の 3点を仮定した。1.政治への無関心、2.女性特有の問

題、3.政治の仕組み。この仮定した要因を解決するために私たちにできることは何かを探

るため、フィールドワークを行った。 

4.「楽しく“防災”を考えてみよう！」BOSAI 5 

 昨年は、6月に大阪府北部地震、6月末から 7月に

西日本豪雨災害、7月～8月は記録的な猛暑、9月 6

日には北海道胆振東部地震、台風は 7月に「異例の

西進」を辿った台風 12号、19号、20号、21号、24

号は台風・豪雨による激甚災害の指定が行われた。

2018年の今年の漢字は「災」。1月に入っても熊本

で震度 6弱、3月にも北海道胆振地方で震度 6弱の地震が発生し、危機意識は高まってい

ると思われる。被災した地域の防災意識は、確実に高まる。しかし、それ以外の人達の意

識はあまり高まっていない。阪神淡路大震災の被災地でさえも 24年が経過し、記憶の風
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化が否めない現状がある。 

 そこで、防災を「自分事」と捉え、誰でも気軽に参加できる防災訓練を考えてみること

にした。  

5.「わたしたちのネウボラ」まいぱれっと 

 ネウボラという言葉を聞いたことはあるだろうか。

「ネウボラ」とは、フィンランド語で「アドバイスの

場所」を意味する造語である。フィンランドでは、

1920年代に、経済困窮による周産期の妊婦、乳児の死

亡率が高いという危機感から、小児科医と看護師、助

産師の有志が、妊婦健診をはじめた。その活動が始点

となり、20年を経た 1944 年に、国としての子育て支援制度ができた。この制度によっ

て、地域には、ネウボラおばさんと呼ばれる専門家が常駐するようになり、女性は、妊娠

がわかった時から産後、学童期まで、継続して、子育てについての相談ができるようにな

った。私たちは、子育て期の女性支援を考えるなかで、女性たちに切れ目のない支援を提

供しているフィンランドの「ネウボラ」は、一つの理想を示していると考えた。そこで、

まず、日本の子育てや育児支援の現状を示し、日本版ネウボラと呼ばれる取組にも注目し

ながら、日本で、「ポジティブ・楽しい」子育てを可能にするためには、何が必要なのか

を、探っていくことにした。 

6.「シングルマザーへの社会的支援の充実に向けて」四つ葉のクローバー 

 埼玉県子育て応援行動計画（平成 27～31年度）に

よる国勢調査の分析では、本県の一人親世帯数は平

成 7年に減少したものの、平成 22年まで上昇傾向

で、その約 9割が母子世帯数であり、この間に約

1.5倍に増加し、約 8 割は離婚である。シングルマ

ザーのほとんど多くが、生計の維持を 1人で担って

おり、経済面や養育面など様々な困難な状況を複合的に抱えている。生活基盤の脆弱さや

社会的にも孤立している状態は子どもの貧困へと連鎖し、社会問題になっている。 

 女性活躍の時代といわれる中、シングルマザーや子どもが社会的に生きやすい環境をつ

くるために、どのような支援が必要なのか調査研究を行った。 

 

 



2019年度 調査研究事業 

 

31 

 

一般参加者の声 

 どのテーマも発表もとても興味深く聴きごたえがありました。自分の生活に深く関

わることばかりだなぁと気付かされることが多く、今後子育てや親の介護・地域

との関わりの中で少しでもいかせたらと思います。  

 6つの報告、どれも大変充実していて素晴らしい内容でした。どのテーマも本当に

重要で、タイムリーで、学ぶことが多かったです。リーダーの方が地域に戻って

それぞれの学びを還元して下さるのを期待しています。  

 本日発表された皆さんの視点がすばらしく、すべての問題がこれからの社会に求め

られている問題であり、重要な課題であると思います。そして、すべてのテー

マ、考えがつながっているのだと思いました。そして、このようなすばらしい考

えをお持ちの方が、こんなにもたくさんいらっしゃるということに、びっくりさ

せられました。私もみなさんのように少しでもこのような活動に関わり、社会の

役に立てるような人になりたいと思うようになりました。本日はとても良いお話

を聞くことができました。ありがとうございました。  

修了式 

 コメンテーターとして成果報告会にご参加いただいた中野洋恵さん、スーパーバイザー

として 10か月受講生をご指導いただいた浅野富美枝さんが見守る中、23名の修了生に修

了証が渡されました。受講生の皆さん、10か月間お疲れ様でした。 
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1－4 平成 30年度成果報告レポート 
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2．平成 30年度受講生フォローアップ調査 

 女性リーダー育成講座のフォローアップ調査では、講座修了後の活動、役職就任状況を確

認した。以下に調査概要と、結果について記していく。 

  
2－1実施概要 

①実施方法：平成 30 年度修了生への追跡調査。受講時のメーリングリスト(調査票をメー

リングリストにより送付。返信もメーリングリストで受領。） 

②実施期間：2019年 9月 11日～2019年 10月 31日 

③調査の対象：2019 年度女性リーダー育成講座受講生 27名 

④調査項目 

A) 回答者のプロフィール 

B) 講座修了後行ったチャレンジについて 

C) 現在の役職等就任状況 

D) 活動実績 

E) 今後行いたいチャレンジについて 

F) 講座で学んだことや講座で得たネットワークで役立っていること 

⑤回収状況 

A) 配布数：26名（現メールアドレス不明者１名を除く） 

B) 回収数：18件 

C) 回答率：69.2％ 

 

 

 調査からは、次のことが分かった。 

 受講前から、地域活動団体に所属していた人も少なくなかったが、受講後には、半数を

超える人が活動に参加することとなった。また、受講後に、新たに活動団体の設立・運営

を行うようになった人もいた。 

 また、フォローアップ調査回答者の 18人中、何らかのチャレンジを行っているとした

人は 17人で、チャレンジを行わなかったという人は希望する活動の募集や団体が無いな

ど、活動の機会がないことが理由だとした。 

 地域自治体の委員・役員、議員は、受講前の 4人から 7人に増えた。講演等の活動実績

のあった人も 9人で、中には、複数回行っている人も複数人いる。 

 調査からは、ほとんどの人が、今後も、新たな活動にチャレンジしてみたいと回答し、

地域での具体的な活動のイメージを抱いていることもわかった。 

 

2－2調査結果 

 以下に、各調査項目の詳報を記していきたい。 
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Ｑ１ 調査時における年齢は何歳ですか？ 

  現在の平均年齢は 56.3歳。「60代」が 38.9％で最も多く、次いで「50代」の 27.8％と

なっており、40 代から 60 代が

ほとんどを占めている。 

 

Ｑ２ 所属団体の有無 

 アンケート回答者のうち、受講前に地域活動団体に所属していた人は 11人であったが、

受講後は 15人となった。内訳としては、新たに地域活動団体に加入した人が 5人、新た

に活動団体の設立・運営を行っている人が 4人である。(内訳は複数回答有り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ３ 何らかのチャレンジをした人 

 18 人中 17 人の人が何らかのチャレンジを行

っている。 

 

チャレンジを行わなかった人の理由： 

希望する活動の募集や団体が無いなど、活動の

機会がないから。 

 

 

 

 

60代

38.9%

50代

27.8%

40代

22.2%

70代

5.6%

30代

5.6%

図表1 年代別参加者数
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17

94.4%

無

1

5.6%

図表3 チャレンジの有無
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図表2 所属団体有の人

61.1％ 83.3％
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Ｑ４ 地域、自治体の委員・役員、議員への就任状況 

 アンケート回答者のうち、受講前に地域、自治体の委員・役員、議員に就任していた人

は 4人であったが、受講後は 7人となった。 
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Ｑ５ 講演等の活動実績 

 講演等の活動実績のあった人は 9 人であった。

複数回行っている人も複数人いた。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ６ 新たにチャレンジをしてみたいこと 

 ほとんどの人が今後も新たな活動にチャレンジしてみたいと回答し、地域での具体的

な活動のイメージを抱いている。 
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図表7 講演場所（複数回答）
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図表8 チャレンジしてみたいこと（複数回答）

その他詳細 

・市民後見人 

・民生委員 

・生きがい大学での実習 

・自治会の自主防災組織 

・市内の小学校における防災キャンプの実施 

・活動団体の継続 

・With You さいたまフェスティバルへの参加 

・地域での居場所づくり 

・オリジナル作品の商品化 

・企画の全国展開 

・イベント参加 
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3. 平成 30年度 With Youさいたま 女性リーダー育成講座の意義と課題 

 

3-1 はじめに…男女共同参画センターにおける女性リーダー育成の必要性 

内閣府の「第三次男女共同参画基本計画」のなかに「社会のあらゆる分野において、2020

年までに、指導的地位に女性が占める割合が、少なくとも 30％程度になるよう期待する」

という目標(202030)が明記されてから 10年が経過した。目標達成年となった今、指導的地

位に就く女性は確実に増えたが、その割合は目標から程遠い。とりわけ、地域における意思

決定の場への女性の参画と女性のリーダーシップの現状は深刻で、埼玉県では 63市町村の

地方議員の女性比率は 2019年 4月 1日現在 20.7％、自治会長は 4.8％にすぎない。 

これは、女性リーダーを育成する土壌が地域に育っていないこと、女性リーダーのロール

モデルが身近に見られないことに大きな原因がある。男性中心につくられてきた仕組みや

慣行が根強い地域社会においては、目的意識的な取り組みなしに、意思決定の場への女性の

参画と女性のリーダーシップは進まない。2015年、国連の女性の地位委員会で、「2030年ま

でに指導的立場の半分を女性に」する目標が掲げられた（203050）。意思決定の場への女性

の参画と女性のリーダーシップは喫緊の課題である。 

 「男女共同参画社会の実現に向けた施策を実施し、並びに県民及び市町村による男女共同

参画の取組を支援するための総合的な拠点施設」として「男女共同参画社会を総合的かつ計

画的に推進し、もって豊かで活力ある地域社会の実現に寄与することを目的」(埼玉県男女

共同参画推進条例、2000年制定)として設置された男女共同参画推進センター With Youさ

いたま(以下、With Youさいたま)にとって、地域社会の女性リーダーの育成はきわめて重

要な責務である。 

 With Youさいたまでは、2016年度から全 4回の女性リーダー育成講座を開始し、3期目

となる 2018年度からは全 10回連続講座と大幅に拡充した。本報告者は 2018 年度から同講

座のスーパーバイザーを務め、全 10回すべてに同席するとともに、主催者スタッフとの打

ち合わせに参加した。以下、それをもとに報告者が考えた本講座の意義と課題を整理してお

きたい。 

 

3-2 本講座がめざした女性リーダー力の育成 

 本講座は「女性の声で地域を変えよう」とのテーマにあるように、地域における女性リー

ダーを育成することを目的とした。すなわち、第一に、女性が地域で直面するさまざまな問

題の現状をジェンダー視点で把握するために必要な知識を習得すること、第二に、女性が直

面する問題を地域課題として捉え、課題解決へのプロセスを経験する課題学習(フィールド

ワーク)に取り組むことにより、地域課題に対する政策策定・実践力を身につけること、そ

して第三に、共通の目的意識をもった女性たちと出会い、つながり、それぞれの地域でネッ

トワークを形成し、リーダーとして活動できる実践的力を獲得することである。 

本講座は、先行する全国の同様の講座を参考にしつつ、より実効性あるリーダー力の育成
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のために、特に以下の点に留意して企画・実施された。 

第一は、講義形式の講座は、女性が地域で直面するさまざまな問題をジェンダー視点で把

握するために必要な知識とスキルの習得とし、半数は、ジェンダー統計や社会調査手法、プ

レゼンテーション、ネットワーク形成、資金調達など、リーダーに不可欠なスキルに関する

講義とした。あとの半数は、別企画の公開講座への参加とし、「女性の貧困」、「DV」、「女性

と政治参画」、「防災」、「障害と女性」といったテーマに関する知見を学ぶとともに、一般市

民や多世代との交流をめざした。 

第二は、リーダー力育成のプロセスと、グループのチームワークの形成を重視したことで

ある。それにはアクティブ・ラーニングが有効であると考え、演習・実習形式の講座を導入

した。また、事実や情報の共有、共通点を見出すプロセスには一定の時間と期間が必要であ

ると考え、10 時から 16 時までを 1 回とした 10 回連続講座とした。これは大学教育に換算

すると 4単位分にあたる。加えて、現場に出向いてのフィールドワークや、調査の集計・分

析・考察、プレゼンテーションの準備などのグループワークは、正規の講座とは別に時間を

費やす必要があり、受講生にとってはハードなものとなった。 

第三は、グループワークを重視したことである。グループワークでは、メンバー間の調整

力やコミュニケーション力のエンパワメントを期待し、課題学習のテーマの決定から、フィ

ールドワークの企画立案・実施・集計・考察、資料の作成、成果報告まで、すべてグループ

で話しあい、進めた。問題関心もジェンダー視点の獲得の程度も多様なメンバーの間で、と

きに壁に突き当たるグループもあったが、スタッフや講師陣を交え、丁寧に話しあいを重ね

るなかで打開をめざした。 

第四は、フィールドワークを通して、地域の実情を実体験したことである。例えば、政治

参画のグループは女性議員へのインタビューや議会傍聴、防災のグループは各地域の防災

訓練への参加、高齢者の孤立防止のグループは、社協主催の高齢者サロンへの参加など、ど

のグループも、地域の現実とそこで活動している市民の姿に直接触れるという体験的学び

から、座学や文献学習では得ることのできない貴重な生きた知見を得ることができた。 

第五は、講座の修了生や地域で活躍している女性グループとつながり、今後の活動のきっ

かけを見出すことである。これは、地域で活動している女性グループや修了生を講座に招き

交流の機会を提供したり、ヌエックのジェンダーフォーラムや With You さいたまフェステ

ィバルなどのイベント情報を提供し、参加を促すことによって実現された。女性たちの地域

での生の活動と声に接することは、受講生の今後の実践につながる貴重な体験となった。 

 

3-3 本講座の成果と課題 

 以上からわかるように、本講座は、ジェンダー視点の獲得と、ジェンダーに起因した女性

の問題が地域や社会を変えることによって解決される問題であることに気づき(「パーソナ

ル・イズ・ポリティカル」の気づき)、それを踏まえて行動を起こす主体形成、市民力の育

成をさらに一歩進めて、政策策定力、意見調整力、コーディネート力、ネットワーク形成力
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の習得を目的とした実践的講座であった。 

講座終了後、女性議員ゼロだった県内某市の市議選に立候補し、メンバーも選挙応援活動

を行い、当選し市議となった修了生、自主グループを立ち上げ、シングルマザー＆離婚を考

えている女性たちへの無料相談を2019年度の With Youフェスティバルで開催した修了生、

埼玉県や県内の市の各種審議会委員となった修了生などがいたことをみると、本講座によ

る成果は確実に出ていると言える。 

しかし、課題もある。 

報告者が指摘したい最大の課題は、講座修了後のサポート体制の確立である。講座修了後

直ちに成果をあげているのは、受講以前からそれなりのリーダー力を持っており、本講座で

さらに力を磨いて活躍の場を広げた修了生である。しかし、修了生の多くは、本講座で培っ

た力を実際に地域で発揮するためには、グループの立ち上げやネットワークの形成、事業の

企画実施、情報の収集・発信、資金調達などのどこかに困難を抱え、成果を上げるにいたっ

ていない。本講座の目的をより実効的に達成するには、こうした修了生をサポートするため

の相談や活動の場の提供など、講座修了後のフォローを丁寧に行う必要がある。人材育成は

講座を受講すれば直ちに成果が表れるとは限らないことを念頭におき、フォローアップ講

座を開催するなど、講座終了後も継続的に受講生をサポートし続ける体制を構築する必要

があると考える。 

もう一つは、最後まで受講しきれなかった受講生への対応である。受講生の多くは、家庭

責任を担い、仕事や地域活動に携わっている。ほぼ 1年にわたる受講期間中には、家庭や職

場環境の変化や、本人や家族が健康を害するなどのさまざまなハプニングがあり、講座への

参加を断念せざるをえなかったり、欠席せざるを得ない受講生も少なくなかった。そのため、

修了証を受け取ることのできた受講生は約 8 割であった。もちろん欠席の多かった受講生

にとって講座の受講がまったくむだだったわけではけっしてない。リーダー力を身につけ

たいという意欲を持ちつつも多様な状況にある受講生をいかにサポートしていくか、グル

ープ活動を通してのリーダー力育成とあわせ、一人ひとりの状況に見あった学習目標設定

ときめ細やかな対応が必要だと感じる。 

 

3-4 おわりに…市民協働としてのリーダー力育成 

 最後に、本講座にスーパーバイザーとして関わった者として感じたことを述べたい。 

本講座のスタッフはスーパーバイザーを含め、ほぼ毎回の打ち合わせの時間を持ち、前回

の振り返りと次回の準備を行った。そのなかで、受講生一人ひとりの状況を把握し、必要に

応じて受講者にアドバイスを提供し、欠席者には、前回の振り返りと次回の課題の周知に努

めた。受講生とのコミュニケーションを重ねるなかで、講座の内容を調整することもあった。

リーダー育成という実践的講座は、受講生とスタッフとが力を出しあい、相互に力を高めあ

う協働の営みであること、人づくり(人材育成)という事業は市民と行政の協働をもっては

じめて成り立つものであることをあらためて認識した。 
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もう一つは、リーダー育成には、継続性と長期的な展望、関連する多様な部門との連携が

不可欠だということである。その意味では本事業の連続性、継続性が保障されるような主催

者(With You さいたま)の運営形態と、スタッフ・職員が長期的展望をもって事業に携われ

るような雇用形態が必要だと思われる。 

今全国の多くの女子大では、社会人となった卒業生を対象にしたリカレント講座、フォロ

ーアップ講座が実施されている。社会に出た後に、日々の仕事や生活に追われ、めまぐるし

く変化する社会や現実についていけず、一人で悩みを抱え込む卒業生は少なくない。そんな

時に、もう一度かつて机を並べた仲間や今の仲間と集い、問題解決の勉強会や語り合いの場

が必要となっていることがその背景にある。男女共同参画センターは女性と女性活動の拠

点施設である。男女共同参画センターが多様な女性たちの居場所になり、活動の真の拠点に

なることの重要性をあらためて確認しておきたい。 

女性リーダーを目指す受講生と有能なスタッフとのふれあいと協働作業は、報告者にと

って埼玉の地域と女性たちを知る貴重な体験であった。このような機会を与えてくれた

With You さいたまに心から感謝したい。               

 （スーパーバイザー 浅野富美枝） 
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